
令和12年度
目標値

令和元年度 令和３年度

①市域面積における緑地の割合 17.6% 14.7%

②生物多様性の認知度 50.0% 25.3%

③緑被率 22.0% 18.4%

④みどりに関する団体の活動区域面積 27.4ha 14.2ha

⑤農地面積 維持 151.3ha

⑥水辺の整備・保全活動の参加者数 4,800人 4,792人

令和12年度
目標値

令和元年度 令和３年度

①工場・事業場の事業活動に伴う
　苦情の解決割合

100.0% 95.3%

②空き家流通に係る所有者等同意取得者数 220件 -

③工場・事業場に対する立入検査件数 維持 60事業場

④地区計画の地区数 増 30地区

⑤景観届出件数 増 33件

⑥アスベストの飛散防止に係る立入検査数 増 10件

令和12年度
目標値

令和元年度 令和３年度

①市民1人1日当たりのごみ排出量 752.4ｇ/人・日 845.1ｇ/人・日

②再生利用率（リサイクル率） 27.4% 21.3%

③家庭系ごみ総排出量 41,632t 48,840t

④事業系ごみ総排出量 13,345t 17,109t

⑤焼却処理量 46,212t 55,312t

⑥収集及び運搬の民間委託率 維持 55.0%

⑦産業廃棄物多量排出事業者及び
　産業廃棄物処理業者に対する立入検査件数

維持 16事業場

第３次環境基本計画　指標

代表指標

指標

４.１　生物多様性と自然環境

代表指標

４.２　生活環境

指標

４.３　循環型社会

代表指標

指標

資料２



令和12年度
目標値

令和元年度 令和３年度

①市域の二酸化炭素排出量削減率
（2013年度比）

32.2% 2.4%増加

②市域のエネルギー使用量 7,033TJ 10,273TJ

③クリーンセンター発電によるCO₂削減量 維持 3,642t-CO₂

④市域の太陽光発電システム設置件数
（累計）

6,000件 3,413件

⑤市域の太陽光発電システム設備容量
（累計）

3.50万kWh 1.75万kWh

⑥年間の熱帯夜の日数（5年移動平均値） 22日以下 24日

⑦グリーンカーテン設置施設数 85施設 74施設

⑧貯留施設設置率 98.4% 82.4%

⑨市内４駅の乗降客数 154,400人/日 150,889人/日

令和12年度
目標値

令和元年度 令和３年度

①環境問題に関心のある市民の割合 80.0% -

②環境に関するイベントに
　参加したことのある小学生の割合

50.0% 24.0%

③環境に関するイベントの参加者数 650人 467人

④環境フェアの参加者数 3,000人 2,664人

⑤環境リーダー認定者数 200人 -

⑥環境保全活動の参加者数 4,000人 3,475人

⑦環境に関する表彰の受賞者数 維持 53名/22団体

４.５　環境教育・環境学習

指標

代表指標

指標

代表指標

４.４　脱炭素社会



４.３　循環型社会

ア　目標達成に向けて令和３年度に行った取組と令和４年度実施予定
№ 実施区分 事業名称 R4/実施予定

1 継続 ３０１０運動マグネット 継続

2 継続
市立小中学校での雑紙・ペットボトル
キャップの回収

継続

3 継続 生ごみ処理機購入費補助 拡充

4 継続 資源集団回収活動への報償 継続

イ　令和４年度【新規】実施予定事業（上記ア以外。ただし拡充の場合は記載。）
№ 実施区分 事業名称

1 新規 ごみ減量コンテスト

2 拡充 フードドライブの常設

3 拡充 生ごみ処理機購入費補助

ウ　課題と今後の予定

担当課 環境総務課

①市民１人１日当たりのごみ排出量

　新型コロナウイルス感染症の影響により、「家庭での食事」や「「在宅ワーク」等の家庭での時間が増加し、家庭系ごみの排出量が目標とする計画値より多い状況である。ごみの減量
は４Rを促進することが需要であり、引き続きイベント等における様々な啓発を進めるとともに、「一般廃棄物処理計画（R3.3策定）」や「ごみ減量プロジェクト第２弾」に掲げる施策
を進めて行く。

令和12年度目標値

752.4g/人・日

令和元年度実績

845.1g/人・日

令和３年度実績

823.6g/人・日

実績・効果
令和３年度においては、新型コロナウイルス感染症の拡大
防止により、配布・啓発するイベント等が中止されたが、
転入者に配布することにより、本市の「ごみ」に対する取
組のＰＲにつながった。
若年層への分別の意識の高揚を図るとともに、各家庭での
分別意識の習慣化に寄与した。また、令和３年度は全児
童・生徒に雑がみ回収袋を配布と目標の達成状況に応じた
デザートの提供をした。

家庭におけるごみ減量の取組への支援として効果があり、
令和３年度は予算額の上限に達した。
補助件数：〇〇　補助額：●●

近年、スマホの普及や新聞等の購読が減少により、「紙資
源」が減少している中、６円/kgの報償は、府内において
もトップクラスの額であり、報償額自体は減少傾向である
が、活動団体に大きな減少はなく、取組が浸透している。

内容 見込む効果

家庭でも簡単に取り組むことができかつ効果的な事例を全
戸配布するクリーンカレンダーに掲載することにより、各
世帯でのごみの減量・分別を推進する。

市からの補助により、各家庭におけるごみ（生ごみ）の減
量を進めるとともに、減量意識の高揚を図る。

資源分別排出の促進に寄与する取組をする団体に対して報
償金を交付することにより、ごみの減量と分別を図るとと
もに地域におけるごみ意識の高揚を図る。

ごみの減量及び分別の啓発冊子の全戸配布とともに、各家
庭での取り組みを募集し、優秀な取組については、クリー
ンカレンダーへの掲載等により周知を図る。

令和３年度の実績を踏まえ、予算額を拡充した。
予算：30台分　600千円

指標

内容

宴会等の場において実施する３０１０運動に加え、家庭で
の取り組みとして、食品の余剰な購買を抑止するため毎月
10・30日の冷蔵庫の確認を啓発する。

市立全小中学校に雑紙とペットボトルキャップの回収ＢＯ
Ｘを設置し、各家庭から出る資源物等の分別を図る。
なお、目標を設定の上、給食時にデザートを提供する。

家庭系ごみの約40％を占める「生ごみ」を減量化するた
め、生ごみ処理機（電動式）の購入を補助する。
予算：20台分　400千円

食品ロス削減のため、現在10月に実施しているフードドラ
イブについて、民間事業者との連携を図り、スポット的に
環境フェアでの実施するとともに常設する。

各家庭において手付かず食品として保存され、その後廃棄
される可能性のある食材について



４.３　循環型社会

ア　目標達成に向けて令和３年度に行った取組と令和４年度実施予定
№ 実施区分 事業名称 R4/実施予定

1 継続
市立小中学校での雑紙・ペットボトル
キャップの回収

継続

2 継続

3

4

イ　令和４年度【新規】実施予定事業（上記ア以外。ただし拡充の場合は記載。）
№ 実施区分 事業名称

1 新規 民間事業者との連携

2

3

ウ　課題と今後の予定

担当課 環境総務課

指標 ②再生利用率（リサイクル率）
令和12年度目標値 令和元年度実績 令和３年度実績

27.4% 21.3%

内容 見込む効果

内容 実績・効果

市立全小中学校に雑紙とペットボトルキャップの回収ＢＯ
Ｘを設置し、各家庭から出る資源物等の分別を図る。
なお、目標を設定の上、給食時にデザートを提供する。

若年層への分別の意識の高揚を図るとともに、各家庭での
分別意識の習慣化に寄与した。また、令和３年度は全児
童・生徒に雑がみ回収袋を配布と目標の達成状況に応じた
デザートの提供をした。



４.３　循環型社会

ア　目標達成に向けて令和３年度に行った取組と令和４年度実施予定
№ 実施区分 事業名称 R4/実施予定

1

2

3

4

イ　令和４年度【新規】実施予定事業（上記ア以外。ただし拡充の場合は記載。）
№ 実施区分 事業名称

1

2

3

ウ　課題と今後の予定

内容 見込む効果

令和元年度実績 令和３年度実績

41,632ｔ 48,840ｔ

内容 実績・効果

担当課 環境総務課

指標 ③家庭系ごみ総排出量
令和12年度目標値



４.３　循環型社会

ア　目標達成に向けて令和３年度に行った取組と令和４年度実施予定
№ 実施区分 事業名称 R4/実施予定

1

2

3

4

イ　令和４年度【新規】実施予定事業（上記ア以外。ただし拡充の場合は記載。）
№ 実施区分 事業名称

1

2

3

ウ　課題と今後の予定

内容 見込む効果

担当課 環境総務課

指標 ④事業系ごみ総排出量
令和12年度目標値 令和元年度実績 令和３年度実績

13,345ｔ 17,109ｔ 17,109ｔ

内容 実績・効果



４.３　循環型社会

ア　目標達成に向けて令和３年度に行った取組と令和４年度実施予定
№ 実施区分 事業名称 R4/実施予定

1

2

3

4

イ　令和４年度【新規】実施予定事業（上記ア以外。ただし拡充の場合は記載。）
№ 実施区分 事業名称

1

2

3

ウ　課題と今後の予定

内容 実績・効果

担当課 環境事業課

指標 ⑤焼却処理量
令和12年度目標値 令和元年度実績 令和３年度実績

46,212ｔ 55,312ｔ 55,312ｔ

内容 見込む効果



４.３　循環型社会

ア　目標達成に向けて令和３年度に行った取組と令和４年度実施予定
№ 実施区分 事業名称 R4/実施予定

1

2

3

4

イ　令和４年度【新規】実施予定事業（上記ア以外。ただし拡充の場合は記載。）
№ 実施区分 事業名称

1

2

3

ウ　課題と今後の予定

維持 55.0%
指標

内容 見込む効果

実績・効果内容

担当課 環境事業課

⑥収集及び運搬の民間委託率
令和12年度目標値 令和元年度実績 令和３年度実績



４.３　循環型社会

ア　目標達成に向けて令和３年度に行った取組と令和４年度実施予定
№ 実施区分 事業名称 R4/実施予定

1

2

3

4

イ　令和４年度【新規】実施予定事業（上記ア以外。ただし拡充の場合は記載。）
№ 実施区分 事業名称

1

2

3

ウ　課題と今後の予定

担当課 環境保全課

内容 実績・効果

指標
⑦産業廃棄物多量排出事業者及び産業廃棄物処理業者
に対する立入検査件数

令和12年度目標値 令和元年度実績 令和３年度実績

維持 16事業場

内容 見込む効果



４.●　循環型社会

ア　目標達成に向けて令和３年度に行った取組と令和４年度実施予定
№ 実施区分 事業名称 R4/実施予定

1
新規
継続
その他

事業名称の記載。
継続・拡充・
廃止・その他

2

3

4

イ　令和４年度【新規】実施予定事業（上記ア以外。ただし拡充の場合は記載。）
№ 実施区分 事業名称

1
新規
拡充
その他

新規・拡充する事業名称の記載。

2

3

ウ　課題と今後の予定

環境基本計画　第４章の目標
担当課 担当課の記載。

指標 指標の名称を記載。
令和12年度目標値 令和元年度実績 令和３年度実績

令和12年度目標値を記載。 当該年度の実績値を記載。

事業の内容を簡潔に記入。
当該事業の見込まれる効果、その取組が計画にどのように
関わるのかを記載。

第３次環境基本計画の各目標について、令和４年度にどのような取組を行っていくのかを把握するとともに、見込まれる効果等を確認する。

現状における課題と今後の取組予定を記載。

内容 実績・効果

事業の内容を簡潔に記入。
当該事業の実績・効果、その取組が計画にどのように関わ
るのかを記載。

第３次環境基本計画の各目標について、どのような取組を行っているのかを把握するとともに、その進捗や今後の実施予定を確認する。

内容 見込む効果


